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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・十日市　由紀子様～東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。
・山田　安子様～東病棟Dユニット20号室（C6）に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
・大平　香奈様～主治医に排便状況を報告し、グリセリン浣腸の指示あり。

・西舘　ミネ様～主治医にピコスルファートNaを服用する事に不安を感じていることを報告し、便秘時の指示をピコスルファートNa→センノシドに変更との指示あり。
[bookmark: _GoBack]
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放中、他室侵入や壁叩き頻回で早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。対面時妄想言動顕著だが不穏さは無し。OTに参加し粗暴行為等無く経過している。水分要求はやや多め。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。対面時、表情やや硬めだり訴え傾聴している。臥床して過ごされており、希死的、操作的言動行動無く経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

＜村上Dr診察記録＞
・木村　順一様～南病棟転出許可、退院調整していくよう指示あり。一時的に唸り声や奇声発している事あるが、粗暴行為や興奮はなく経過観察。

・寺戸　芳次郎様～傾眠傾向、経過観察。南病棟への転出許可、退院調整していくように指示あり。

・上平　ハルエ様～南病棟移動後は、退院調整をするように指示あり。

＜金Dr診察記録＞
・田名部　幸子様～西病棟に転出可の指示あり。

・藪　真弓様～主治医からの診察あり。現在使用中の便秘時センノシドが効かないとの訴えがあり、ピコスルファートNaに変更となる。また、西病棟に転出可の指示あり。

・中村　聡様～主治医からの診察あり。診察時に頭痛の訴えあり、現在は使用不可だった頭痛時を次回診察日まで再度使用可の指示あり。

・山本　幸江様～主治医からの診察あり。南病棟に転出可の指示あり。

その他の患者様の処方・指示内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年6月2日 10：57
  氏　　名：十日市　由紀子（とうかいち　ゆきこ）様
　生年月日：昭和40年5月13日（60歳）
　病　　名：双極性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　平成6年10月頃より仕事上の負荷を契機に身体不調・意欲低下・
抑うつ気分・易疲労・思考停滞感等を認めるようになり、平成
6年10月26日八戸市立市民病院初診。不定期に通院加療を続け
ていたが就労継続困難感が抜けず、平成7年度で教員を退職。
この間、抑うつ気分が増悪した時期に自殺企図を認め、同院
にて入院治療を行っていた。退院後は規則苦的に通院治療を
行っていたが、躁状態もみられたことから躁うつ病の診断となる。
過活動・行為心迫、浪費傾向、対人関係上の齟齬を認めていた。
以後、継続的に外来通院・服薬を継続して行っていた。同院の
規模縮小に伴い、令和6年1月5日当院初診となる。当院転医後は
外来にて通院、服薬治療継続していたが、糖尿病症状悪化に伴い
R7.1/8に八戸市立市民病院へ救急搬送され、入院。その後3/18に
八戸西病院へ転入院となり、歩行などのリハビリを行っている。
　/30に自宅へ退院となっている。退院後の通院先は、八戸市立市
民病院内分泌科のみとなっている(糖尿病と尿の疾患の治療と話し
ている)。救急搬送された際、3・4日体動困難な状態であり排せつ
物にまみれており、入院後に兄弟が部屋の掃除をしてくれていた
ようだが、退院後も排せつ物の匂いが残ってしまっている状態で、
6月よりヘルパー訪問看護サービス導入予定となっていたが、R7.5.
30定期外来受診時に抑うつ気分が強く、独居生活では生活維持困難
と主治医判断で任意入院予定となる。
　上記経過により東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。

②日　　時：令和7年6月2日　12：19
  氏　　名：山田　安子（やまだ　やすこ）様
　生年月日：昭和9年2月14日（91歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　和歌山県出身。同胞５名（長女）として出生。地元の小中学校卒業前後に
父の仕事関係で満州へに渡り、昭和24年頃に三沢市へ移住。専門学校卒業後
は三沢米軍基地の司令部秘書として35年間従事。平成元年に母様が逝去後か
ら現在まで独居生活。昭和43年頃からゴルフを始めてゴルフ審判員等の資格
を持ちシーズン中は常にゴルフを行って過ごしていた。また退職後はアパー
ト経営を行っていた。H25年12月岩手医科大眼科にて白内障手術目的にて入院。
手術後に脳梗塞を発症。H25年3月17日に構音障害と左不全麻痺が出現。ゴル
フ中の記憶を忘れる、自分のゴルフボールを認識できない１か月前に車購入
したことを忘れるなどの健忘症状出現。同時期に八戸市立市民病院受診しＭ
ＲＩ検査実施するが脳梗塞所見なし。一過性の健忘と診断される。Ｈ３0.3.7
買い物中に転倒し失語あり八戸市立市民病院へ緊急搬送されＭＲＩ施行するも
新鮮梗塞所見なくＴＩＡ診断となり数日入院するもその後自宅退院となって
いる。その後より一人でいるときに戦時中の軍歌が聞こえるなどの症状出現、
物忘れ症状も気になりだしＨ30.7.12高松病院初診し現病名診断となり服薬治
療開始している。2024年5月より独居生活維持困難であることから三沢市の南
風苑へ入所となったことから、入所後よりおおぞらクリニックにて服薬治療
継続していた。通院開始後は、認知機能や身体的な機能の低下は徐々に進ん
でいる様子は見られていましたが、幻聴体験の訴えはなく、また施設内での
生活も大きな支障なく経過し、南天の郷デイサービスの利用をしています。
R7年の今年に入り5月頃より施設内での夜間徘徊や他室侵入や粗暴行為が見
られるようになり薬剤調整を行っていましたが、不穏状態が続いていること
から入院治療の必要性あり、青南病院へ入院予定となる。
　上記経過により東病棟Dユニット20号室に医療保護入院となる。


